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                緒       言

  植 物 中のSterolは 動 物髄 内のSterolの 如 く一部 分 は遊離 し,一 部分 はEsterの 形 態 をな し

尚 この他 に特殊 の場合 にはGlucoside様 に結合 して所謂Phytosterollneと 呼 ばれ る物 質帥 ち

Sitosterol-91ucoside或 はStigmasterol-glucoside等 と して存在 す ることは既知 の事實で ある・大

豆 中のSterolの 種 類 としては植 物界に最 も分布 廣 きSitosterol及 びStigmastrolの 外 にKlobb

及 びBlocki)(1907)は 所 謂Sojasterol, C26H"O+H,O(m. P.136。C)を,又Mathis及 びDahle2)

 (1911)は 一 種 のSterol, CorH"O叉 はC27H460(1n. P.193。c)の 存 在 を報告 して居 る.

  其 含 量に至つ ては諸氏の成績一致せ す,例 へ ば前記 のMathes及 びDahle3)は 大 豆 油 よ り

 0・7%の 不 鹸化物 を分離 し,そ の 中55%は 固艦物 質 よ り成 り,固 髄物質 の2.4%がSitostero1,

鼠97・6%はC2了H"O又 はC2'i H460(m. P.139。C)な る一・PtのSterolよ り成 る と報告 して居 る.

 然 るにB・nstedt4)に よれば大豆 油 よ り分離せ る粗Phytoster・1の 約25%はStigmasterolで 残

 りはSitosterolよ り成 る ことを示 して居 る.叉P. L Mac Lachlan5)は 大 豆 の稜芽期間 中の脂

 肪 酸及 び游離状並 にEster状 のSterolの 消 長 を研 究 し,そ の封稻 として行 ひた る未獲 芽大豆

 に於 け る定量結果 は全Sterol量 は90-100 m9%, Ester歌 のSterolは 約10m9%で あつ

 た.

  最近Iatzen及 びGohdes6)は 大 豆粗油及 び大豆粗燐…脂髄 中のSterolの 形 態 を検 し,そ の量

 を定量 し,ま た その中に含 まれ て居 るPhytosterolineがSitosterol-d-91uc。sideな る ことを決定

 した・同氏 等が分離 したSitosterol-d-glucosideは 筆 者7)も 別 の方法 に よ り分離せ る ことは既 に

 報 告 した.

  筆 者 は更に大豆 油津 中のSterolの 形 態 を槍 しその含量 を定 量 し,併 せ て市販大豆 油及 び大豆

 種 子 より抽出せ る油 のSterolを 定 量比較 した・ その結果 は下 の如 くで ある.

               實  験  成  績

    (1)試     料

  油 津 は粗 油,分 解 せ る遊離 脂肪 酸,燐 脂膿,糖 類,其 他未知 の物 質及 び多量の水等 よ り成 る

                    (40)
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混合物 に て,永 く静 置 する ときは比重 の相違 によ り大髄三暦 に分離 する・上 暦は赤鐙色 の粗油

で あ り,中 暦 は黒褐 色 を呈 する粘稠性 の物質にて,下 暦 は水分 を多量 に含 み茶褐色泥状 を呈 し

その中に結 晶性析 出物 を混在 する・之等 の各暦の割 合 は一定 した ものではなVbが 一 試料 につ い

ての一例 を示せ ぱ下 の如 くで ある・

   (1) 上暦 粗 油分    L88 kg

   (1)油 津 上 暦分    0.53〃

   (昼)油 津下暦分   18.60"

上 暦 粗 油分 を除 き(1),(且)を 混和 しAcetoneに て虜理 すれ ば可溶分 と不溶分 とに分別 され

る.そ の割合 は下 の如 くで ある・

   (皿)Acetone可 溶 分,混 合物 全髄め約27%

   (V)Acetone不 溶 分,   "   73%

   (2)定 量 方 法

 斯 くの如 く分別 した各 部分につ き,よ く混和 した均一・部分 を採 取 し,下 に記 す る方法に よ り

諸成分 を定量 した.

  (a)全Stero1,遊 離Sterol及 びEster状Stero1等 の 定量

 均 一部 分約19を 採 りEther, Alcoho1混 液(1:3)100 ccに 溶 解 し(こ の場 合沈澱 を生す る

ものは濾過 した)そ の一定容量 を採取 して別報 の方法8)に よ り全Sterol及 び遊離Sterolを 定

量 しその差 よ りEster欺Sterolを 算 出 した.

  (b)Sitosterol-d-glucosideの 定 量

 試 料509に 酒 精一KOH(100 g KOHを70%酒 精llに 溶 解せ る もの)250㏄ を加へ30分 間

煮 沸 せ しめ,冷 却後器 底に残 留す る沈澱 を集 め50%酒 精 にて注意 して洗灘 しAlkaliを 除 去

し,更 にEtherに て 洗灘,濾 過,乾 燥 して得た る白色粉 末 を秤量 してSitostero1-d-glucosideの

量 とした・

  (c)不 鹸 化物総 量 の定量

 試 料5.009を 採 り2n酒 精 一KOH 15cc加 へ30分 間 煮沸 し, PetroL ether(b. P.40-60。)

100ccに て抽 出 し,抽 出液 をAlkaliを 含 む50%酒 精 にて洗濠 し,水 洗 後Petrol. etherを 放 逐

し残渣 を乾燥 秤量 した.

 以上 の方津 に よる實験結果 は下表 の通 りで ある.(第1,2,3表)而 してSterolの 實験 値は総

ぺ て3回 の實験結果 の李均値で ある・
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              第  1 表

         供 試 料  全Sterol   遊離Sterol

試 料 辞鴇 畿 セ芒。徳 、～r、 。鯨 一へ 肇器;。黙
        100ccと な す(A)〔A)液5cc採 取 (a) (A)液5cc探 取 (b)  (a)一(b)

          9CC%CC%%

1上 暦 粗 油 分  1.0200   16.50 3.09  3.67  0.71  2.38

皿 油 津 上 暦 分  1。0440   16.45  3.10  14.14  2.66  0.44

皿 油1宰 下 暦 分  1.0155   8.10  1.57  7.97  1.54  0。03

W Acetone可 溶 分   1.0075    16.55  3.23   13.65   2.16   1.07

V Acetone不 溶 分   1.0040    18.00  3.52   15.50   3.03   0.49

  市 販 大 豆 酒  1.0310   5.45  1.06  4.30  0.84  0.22

 大 豆(赤) 0。371  2.84v"0.38 4.830 0.32 0.06

 フk    豆  (黄)      O.450           5.5Sx     O.61      10.030      0.54       0.07

     eeは 桧 液50 ccの 中10cc,。 は槍 液50ccの 中20 ccに 封 す る滴 定値

            第  2 表

                 Sitosterol-d-91ucoside     Sterol in Sitoste    試

料 供 試 料!-rol-d-・glucoside             
9     9   %      %

  (1) 上 層 粗 油 分    50     痕 跡    一
                                   '

  (D油 津 上 暦 分  〃   0.022  0.04     0.03

  (1)油 津 下 暦 分  〃   0.096  0。19    0.13

  (D,(E)層 混 合  〃  0.430  0.86   0.62

  (V)Acetone不 溶分   〃     3,390   6.78      4.88

            第  3 表

試 料 響 欝E臨 握 ㎞1灘 縮i欝 親
        %   %   %   %   %    %   %

(1)上 層粗油分       0.71   2.38   3.09   3.09   -    一

(1)油 津 上層分  1.11  2.66  0.44  3.10   0.04   0.03   3.13

(m)油 津下層分   1。03   1.54   0.03   1.57   0.且9    0.13   L70

(IV)Acetone可 溶 分 0.88  2.16  1.07  3.23   3.23   -   一

(V)Acetone不 溶分 1.41  3.03   0.49   3.52   6.78    4.88   8.40

  市販大豆油  一   〇.84   0.22   LO6   1.06         _

  大 豆(赤)ve ・  0.32 0.06 0.38  0.38   ・ 一

  大 豆(黄)x      O.54   0.07   0.6且   O.61    -   _

       管大豆の實験値は別報記載のものを縛載 した
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              要       約

 1.大 豆 油津 を三暦 分に大別 し其 の各部分 につ き叉第二暦分及 び第三暦分 を混和 し之 をア セ

トン可溶 分 と不溶分 とに分 ちた るものにつ き夫k不 鹸化物,遊 離iSteroi, Ester状Sterol及 び

Sitostero!-glucoside等 を定 量 した・Stero1の 定 量 にはBloor法 を適 用 したので ある・

 2・ 市 販大豆油及 び大豆につ いても各種 のSterolsを 前 同様の方法 に よつ て定量 した・

 絡 に此 の研究 を行 ふ に當 り絡始御懇篤な る御指導 を賜 りし恩師近藤金助先生 に封 し謹 んで感

 謝 の意 を表 す.
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